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1 ．は じめ に

　これ ま で色彩の印象評価にお い て は 、多くの 研

究が行 われ て い るが 、 （財）日本色彩研所に よ っ て

開 発 され た 表 色 体 系 で あ る Practical　 Color

Co−ordinate 　System；（PCCS ）の ト
ー

ン に 焦点を 当

て た研 究は少 ない と言 え る。「トーン 」は明度と彩

度 を複合 した概念 で あ り、 ト
ー

ン が共通 して い れ

ば 、 色棺が異な っ て も印象 が類似す る傾 向が ある。

ま た 、 色相 に つ い て も 、

…
般的 に 「赤系の 色」、「青

系 の 色」と表現 され る よ うに 、色 相 を共通 要素 と

して まと める こ とも可能 で あ る 。 そ こで、本研 究

で は共通要素を もつ 色の 傾向に着 目し、 ト
ー

ン 及

び 同
一

色 相 の 印象 に つ い て検討 を行 うこ と を 目

的 とし た。

2 ．方法

　2− 1 刺激 ： PCCS ト
ーン

か ら 1／　ト
ー

ン （vivid ： v，

bright：b
，
　deep ： dp

，
　ltght：

lt，　soft ： sf ，
　dull： d ，

　dark ：

dk，　pale ：p ，　light　grayish：

ltg
，　 grayish：　 9 ，　 dark

grayish ： dkg）及 び 無彩 色

の Gy −
s（グ レ イ ス ケー

ル 〉

を用 い た 。 ト
ー

ン はそ れ ぞ

れ 12 色（単色 を 1．5cn】四方

とす る）の 色相環、Gy −
s は

9色（単色 を O．75 × 1．5cm と

す る）を縦 に配置 し、 ニ ュ

ー トラ ル グ レ イ の 台 紙

（N5 ．5）に 貼 り付 け た もの

を使用 した（図 1−3）。

　 カ ラ
ーカ ー ドは 日本 色
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　雌 二成 人男女 129 名 （男 ；女，70 ：59、平

均年齢 ：20．7± 1．4）に対 して 実施 した。

　2−4 評定方法 ：20 形容詞対で 構成 された 7 段 階

の SD 法を用 い た（表 1）。

表 1 ： SD 法形容詞 対

灘靉鑢飃離驪、

　 　 図 3

　 色櫛 「蠍 列

彩研究所株式会社製 「PCCS ハ
ー

モ ニ ッ クカ
ー

ド

201 」を用 い た 。

明るい
一
暗 い 　 あた たか い

一
つ めたい 　 安定 した

一
不安 定な 淡 白な

一
濃厚 な

甘い 一甘くない 落ち着く
一
落ち着か ない 陽気な

一
陰 気な　　 澄 んだ

一
濁っ た

美しい
一
醜い 　 やわらかい

一
かた い 　　 騒がしい

一
静か な　 動的な

一
静的 な

軽い 一重い 　 　モ ダンな一クラシッ クな　 はっ きり一ぼんや り　 派手な
一
地 味な

鈍い 一鋭い 　　女性的な一舅性的な　　緩んだ一緊張した 　 好きな一嫌いな

　2 −3 手続 き ；被験者は 、 そ れぞれ の 色刺激を見

なが ら、SD 法 の 質闕紙 に回答 した 。 刺激 の提示

順は カ ウン タ
ーバ ラ ン ス を考慮 して 提示 した 。

3 ．結果

　本研 究で は、 トーン と色相に着 目する為、無彩

色に つ い て は分析 に含 めなか っ た。

　なお、下記 の 分析 は い ずれ も SD 法評定値 を独

立 変数と した最尤法 、 プ ロ マ ッ ク ス 回転を用い た

因子分析 と した 。

　3・1 ト
ー

ン 刺激に刻する因子 分析 ：11 の トー ン

刺激 に対 し て 分析 を行 っ た とこ ろ 、
［あた た か い

一

っ め た い 」、「ク ラシ ッ クな
・
モ ダン な」、「美 し い

・

醜い 」は 因子負 荷量が 低い た め排除 した。再度分

析 を行 っ た結果 3因子 が抽出 された（表 2＞。

　 3・2 色相刺激に 対す る因子分析 ； 12 の 色相刺激

に 対 して 同様 に分析 を行 い 、因子 負荷 量 が低 い

「ク ラ シ ッ ク な・
モ ダ ン な」を排 除 して 再度分析 を

行 っ た結果 、4 因子が 抽出 され た （表 3）。

　3 −3 トー ン 刺激、色 相刺激を統 合 した 因子 分

析 ： 上 記の トーン と色相 を統合 した 分析を行 っ た 。

負荷量 の 低い fク ラシ ッ クな
一
モ ダン な」、 「騒が し

い 一
静か な」を排 除 し て 再度分析 を行 っ た結果、4

因子 が抽 出 された 。 因子構造は 色相 の 結果 とほぼ

同様 の 傾 向がみ られた ．

4 ．考察

　 ト
ー

ン 刺激の み を用 い た 因子 分析にお い て 「あ

た たか い
一

っ め た い 」は因子負荷量 が 低 い た め排
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表 2 ： トー ン 刺激因子 分析結果

因子 1 因子2 因子3
やわ らか い

一か たい 883 一193 一
〇24

軽 い一重 い 822 165 一104

淡 白な
一
濃厚 な 817 一269 一1ア9

女性的な
一
男性的 な 816 023 一、053

緩ん だ
一
緊張 した 726 一245 ，085

甘 い一甘 くな い 709 168 080

騒が しい
一
静か な

一110 851 一343

は っ き り
一
ぼん や り 一548 811 220

動的 な一静的 な 一．G23 808 一193

派手 な一地味な 孑go 798 一〇36

鈍 い
一
鋭い 149 一702 一〇〇1

陽気 な一陰気な 413 609 06B

明るい
一
暗 い 506 549 041

澄 ん だ
一
濁 っ た ．334 486 1B4

安定 した 一
不安定な

一192 016 652
落ち着 く

一
落 ち着か ない D95 一421 627

好 き な一嫌 い な 「2ア8 279 420

因 子 相 関行 列

因 子1 因子2 因子3

因 子 1

因子2
因子3

1．000
　446

　392

　 4461

．GOD
　284

　392

　284100D

表 3 ： 色相刺激因予分析結果

因子 1 因子 2 因子 3 因子 4
あたた か い一っ め た い ．81事 一344 一，023 一、036
甘 い

一甘 くな い ．72】 一．124 ．186 一164
女 性的な

一
男性的な ．6フ5 一．086 ．1て5 一、210

動的な
一
静的な 603 ，84 一254 一13，

陽気な
一
陰気な ．594 、235 、024 、i37

明 るい
一
暗い ．574 、196 一．003 242

や わ らか い一かた い ．568 一、371 ！00 147

騒 が しい
一静 か な 499 214 一．400 一129

鈍い
一
鋭い ．］50 一，667 ．D12 一．D61

は っ き り一「訳んや り 一．122 664 DB3 OO2
澄 ん だ一濁 っ た 一〇70 530 、297 ．277
派 手 な

一
地味な ．398 、517 一．016 一．012

緩んだ
一
緊張 した ．478 一．513 、145 、157

好 きな
一
嫌 い な 、181 169 ．748 一．131

美 しい
一
醜 い ．172 ．369 745 一136

落ち着 く
一
落ち着か ない

一144 一192 ．572 ．067
安 定 した

一
不 安 定 な ．046 一．063 ．467 一、079

軽 い
一
重い ．261 、125 一、個 ア ．58で

淡 白な
一
濃厚な 一237 ．031 一、119 ．552

因 子 相 閲行 列

因 子 王 因 子2 因 子3 因 子4

因 子1

因 子2

因 子3

因 子4

1000

　 370
−、069
　 223

．3ア01
．OOO
−、」30
．056

一、069
− 13G1

、000
．433

．223
　 056

．433
［、000

除 された が、色相 刺激 の み を用 い た因 子分析で は

最 も負荷量の 高い 項 目 とな る傾向が 見 られ た。こ

の こ とか ら「あた たか い
一
つ め た い 」は ト

ー
ン よ り

も色相 に影響を受ける項 H で あ る と考え られ る。

　 こ れ ま で の 色彩 の 印象 に関す る研 究 で は 、 「活

動性」、
「潜在性」、「評価性」とい うオ ズ グ ッ ドの 3

因 子 が 見 られ る こ と が 報 告 され て い る （近

江 ：2003）。本研究で は 色相刺激 の み を用 い た結果

に お い て オ ズ グ ッ トの 3 因子 に近 い 傾 向が見 られ

た。 しか し、因子 数は 4 因子 とな り、第 4 因子 と

し て 「軽い 一重い 」、
「淡 白な

一
濃厚 な」で 構成 され る

因 子 が抽出 され た。こ の 点は 、色相刺激 が グラデ
ー シ ョ ン の よ うな配列 とな っ て い る こ とが 影響

した 可能性 が考 え られ る。

　
一

方で 、 ト
ー

ン 刺激 の み を用い た分析 で は 、 第

1 因子 と第 2 因子 に お い て オ ズ グ ッ トの 活動性 と

潜 在性が混 同す る傾向が見 られ た。先行研 究にお

い て 、明度 は潜在性 と、彩度 は活動性 と関連する

こ とが示 され て お り（高見 ら ：2011 ）、 トーン は明

度 と彩度 が複合 され た概念で あ る こ とが 、こ の よ

うな傾 向 が見 られ た と要 因 の
．一

っ で あ る と考え

られ る。ま た 、第 1 因子 にお い て 負荷量 の 高い 項

同は 「や わ らか い
一
かた い 」、「淡 白な一濃厚 な」、「緩

ん だ
一
緊張 した 」、明 る い

一
暗い 」な どで あ っ た 。

こ の 傾 向は 近江 （1999）に お い て 示 され て い る ト

ー ン が 印象 に影響 を及 ぼす と され る 項 目と
一．一

致

した こ とか ら、 ト
ー

ン独 自の 因子 が構成 され た と

考 え られ る。

　オ ズ グ ッ ドの 評 価性 に相 当す る と考 え られ る

因子 に つ い て は 、 トー
ン で の 結果、色相で の 結果

に共通 して抽出 され る傾向が 見 られ た。

　色相 と ト
ー

ン を統合 した分析 にお い て 、色相 の

み の 結果 と類似する傾 向が み られた こ とか ら、 色

彩の 印象構造におい て は、色相 の 影響が強い こ と

が示 唆 された。

4 ．結論

色相 の 印象構造 はオ ズ グ ッ トの 3 因子 と類似 し

た もの が み られ る が 、本研 究の 特徴 と して 、 トー

ン に 関 して は 活 動性 と潜在性 の 双方 の 特徴 を も

っ た 因子 構造が 見 られた 。また 、評価性 は 色相、

ト
ー

ン に共通す るこ とが示唆 された。
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